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１ＪＡ人づくり研究会

農山村は消滅しない
一地方消滅論の徹底的批判を通して一

小田切

　

徳美（明治大学）

ｈ

　

農山村の新しい風－田園回帰－

■若者の「田園回帰」志向
・移住希望の著しい上昇（特に若者、ファミリー世代）

　　　

図・ 農山漁村に対する定住の願望を持つ人の割合

　　　　　

（内閣府世論調査、２００５年と２０１４年）
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１１ 農山村の新しい風一田園回帰一
■「田園回帰」の広がり
ー過疎の「起点」・中国山地で生じる人口社会増加

１中国新聞（２０甑１月１日Ｍ １山陰中央新報（２０１４年２月１１日）Ｅ

　　

「里山・里海

　

再評価の流れ」

　　

「離島、山間でも「社会増」」

「１ 農山村の新しい風一田園回帰－

■増える若者の移住相談

　　　　　　　　

図 ：て「

　　　

］；ヒンターに対する問い合わせ１誓教の推移

　　

（人
２ｏＭ ー

　　

１欄 ‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

翻そ～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０歳代
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１

　

農山村の新しい風－田園回帰－ｉ
ｒ

　

．

　

■「田園回帰」の広がり

　　

（島根県中山間地域研究センター・藤山浩氏）
（２）４歳以下の子供増減数

　　　　

「「て：↑
”÷”

１小学生の増減数

　　　　　　

「 ▼「「「．

　

し
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ふ：『望ま

　　　　

蔓

　

藤山氏作成

→「田舎の田舎」で見られる子どもの増加

ＥＩ

　

農山村の新しい風－田園回帰一

■移住者の特徴（実態調査より）
①２０～３０歳代が多い－「団塊の世代」は少ない
②女性割合が上昇；夫婦移住、単身女性、「シン

　

グルマザー」－従来は圧倒的に単身男性
③職業は「半農半×」、「ナリワイ」（多業化）；移住

　

夫婦の標準＝「年間６０万円の仕事を５つ集めて

　

暮らす」（ｅｘ．Ｎｐｏ職員（農産物流通企画）＋新聞配達十

　

里山ガイド十健康体操インストラクター十飲食店パート十農業等）

④「地域おこし協力隊」などの制度を積極的利用
⑤「１ターン」が「Ｕターン」を刺激



農山村の新しい風一田園回帰一
■「一世代飛び越し型『Ｕターン』」＝「孫ターン」
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農山村の新しい風－田園回帰－

■移住者の量的把握「毎日・明治大学合同調査」

　

＜２０１３年 度 ＞ 全 国 ＝８，１６９人 （１月３日毎日新聞）
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き１ 農山村の新しい風－田園回帰－
■地域が維持されるための移住者数＝４家族／年

　　　　　　　

図終一１

　

山間地域のモデル地区（人口１０００人）の将来人口と高齢率

（

　　　　　　　　　　　

（２０１０年起点の推計）

　　　　　　　　　　　　

〔％）
１２００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

推計人口｛移住なし）

　　

推計人口（移住あり）

　　　

高齢化牽（移住なし）

　

－

　　　　

／
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率

　

２００ －

　

－

　　　　　　　　　　　　

－

　　

－

　

」

　　

ｍ

２０１０年

　

２０１５年

　

２０２０年

　

２０２５年

　

２０３０年

　

２０３５年 ２０４０年

　

２０４５年

　

２０５０年

注：１）資料＝国土交通省「国土のグランドデザイン２０５０（参考資料）」（２０１４年）より加工引用。

　

２）「移住なし」は単純なゴーホート分析による推計。「移住あり」は、０歳代前半の子連れ家族（子どもは４歳代）２組と

　　

２０歳代前半の夫婦２組の合計４組‐１０名の移住が毎年あると仮定したうえで、ゴーホート分析をしたもの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

り

　

３）推計方法は藤山浩「中山間地域の新たなかたち」｛小田切・藤山編著『地域再生のフロン÷ティア』、農文協．２０１３年）による。

ｉｌ

　

農山村の新しい風－田園回帰－

■移住者した若者の意識

　

①ムラは「温かい」

　

②ムラの人は「かっこいい」

　

※過疎化のスタート時点とは逆の評価

■いま、地域がすべきこと（「地方消滅」にならないために）

　

地域を磨き、人々が輝き、

　

そして、 若者にも選択される農山村をつくる

　

＝「地域づくり」

　

の積み重ねが意味を持つ時代へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５



ｎ

　

農山村の実態
■空洞化する農山村＝３つの空洞化

　

○ 人 の 空 洞 化

　　　　　

→「過 疎」

　

○土地（利用）の空洞化

　

→「中山間地域」

　

○ムラの空洞化

　　　　

→「限界集落」

　

コ「地方消滅」論は正しいか？
図

　

中山間地域における空洞化の進展（模式図）
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１亘

　

農山村の実態
■小さな「消滅可能性」→強靭な農山村集落：

　

・その根源は人々の地域に対する愛着
表

　

過疎地域集落の高齢者率別に消滅可能性

　　　　

（２０１０年調査、構成比）

高齢者率での
集落区分

ラ電算ぎ 無回答

　

８５．２

　　

１２，４

　

８６．４

　　

１２．２

　

７４，０

　　

１３．３

　

５４，７

　　　

８．３

合計（実数）

１００ （８，３５３）
，。ｏ

ｒ
（４４，９１２）

，ｏｏ
ｒ
（８，３５０）

，ｏｏｒ（１１６６）

２．４

　　　

０，

　　　

１，９
１、５

　　　　

０１

　　　

１，４

１２，７

　　　

１．４

　　

１１，４
３７，０

　　　

６．９

　　

３０，０

　

２５‐５０％

　　

５０‐７５９６

　

７５一１００９も

　　

１００％

　　　

注：「）総務省過疎対策室『過疎地域等における集落の状況に関する現況把握調査』

　　　

（２０１１年）より作成。

■脆弱？

　

強靭？－どちらが現実か？

６



ロ

　

農山村の実態－
■農山村の性格＝「強くて、弱い」（矛盾的統合体）

　

その「つばぜりあい」が現在の局面

人
□
ま
た
は
集
落
機
能

・１．・．．・．．・．‐．・ｔ，．・

人□

　

’◆

ム

　

ラ 空

　

洞

　

化

集落機能

「限 界 集

　

落」 化

４‐〆－匝回

高齢化率５ｏ％ Ｅ 集落機能の消滅

　

無トイヒ

ー皿 農山村再生戦略
■農山村再生の枠組み＝ 「地域づくり」

　

※主体・場・持続条件の３要素の組み立て

　　　

図

　

地域づくりのフレームワーク

地

　

域

　

づ

　

く

　

り〔内奏達、総合生・多様性、基苛ま）

　　　　

－－

　

　

　

　
の

　

噴一

　

　　　　

新しい価壇の上乗せ

　　　　　　　

交流の唇方付四

　

ー
（貨幣的価値、文イ競り価値、祭鞠的価値、人間関係的価値等） －－－

　

－－－－－

７



，皿

　

農山村再生戦略

①主体形成 （暮らしのものさしづくり）
・地域づくりの最重要要素

　

＝地域に対する当事者意識 （ｎｏｔ危機意識）

　

→自らの暮らしをめぐる独自の価値観の再構築

　　

＝ 「暮らしのものさしづくり」

　

ｅＸ．地域の歴史・文化・自然 （郷土料理、 景観 … ）

・その契機

　　

１） 公民館運動

　　

２） 地域づくりワークショップ （地元学）

ｔｍ

　

農山村再生戦略

②場の形成 （暮らしの仕組みづくり）

　

１） ソフ ト＝コ ミュニティ の再生

　　　

集落の位置づけが重要

　

２） ハー ド＝生活イ ンフラの整備

　　　

医療、 教育、 生 活交通等

③持続条件の形成 （カネとその循環づくり）

　

１） 公共事業に依存しない地域産業の育成

　

２） 地域内再投資 （岡田知弘氏）



皿

　

農山村再生戦略

■都市農村交流と地域づくり－二つのルート－
１） 交流の鏡効果→ 「暮らしのものさしづくり」

　

・都市住民が 「鏡」 ＝農村の 「宝」 を写し出す

　　

→農村サイ ド（ホスト） の再評価
２） 交流産業→ 「カネとその循環づくり」

　

・ホストとゲストの 「学び合い」 が付加価値

　　

→高いリピーター率＝成長産業の可能性
■地域づくりの 「交流循環」

　

・上記を通じて、「新しい価値」の更なる上乗せ

※都市農村交流は地域再生の戦略的活動

ヒｗ

　

戦略の具体化（１）一地域経済

■新しい地域産業構造の構築－２つのポイント
①地域資源保全型経済

　

ー「地域資源活用」から「地域資源保全」へ

　　

＝資源保全十資源磨き十資源活用

　

・資源保全の「物語」に都市住民の「共感」が集中

　　

物語マーケティング＝「『物語』があって、はじ

　　

めて商品は動く」（流通関係者）

※地域資源保全→物語→共感の循環を作る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９



　

１Ｗ

　

戦略の具体化（１）－地域経済

②小さな経済－その経済規模－

　

・意外と小さな追加所得要望（月収３～５万円）

　

→年間３６万～６０万円の所得形成機会

　

コ「小さな経済」の構築が必要

※「小さな経済」の累積の上の、若者定住を可能と
する「中程度の産業」が成立する
＝もう一つの農村開発方式
＜従来＞大きな経済→波及効果→中程度の経済
＜現在＞小さな経済→積上効果→中程度の経済

１ｖ

　

戦略の具体化（２）－地域コミュニティ

■農山村で生まれる「攻めるコミュニ丁ィ」

　

（← →「守るコミュニティ」としての集 落・町内会）

■匡遡 移住者住宅を建築するコミュニ”
＜広島県三次市青河自治振興会＞
・小学校を拠点とする自治組織（公民館機能も兼ねる）

・小学校児童数を維持するため住民出資の住

　

宅会社（（有）ブルーリバ－）の設立

　　　　　　

，「「

　

（２００２年、９人の出資（一人ｌｏｏ万円））

・現在１０棟（新築７十改修３）

　　　　　　　　

腿豪

　

→３９人の移住（２次移住を含め合計６１名）

・輸送サポート（無償輸送）にも取り組む

ｌｏ



ｔｖ

　

戦略の具体化（２）－地域コミュニティ

　

［

　

′・１・１

　

■

　

事例２

　

スーパーマーケットを作ったコミュニ丁イ

　

＜島根県雲南市波多コミュニティ協議会＞

　　

・１５自治会を範囲とする認可地縁団体

　　　　　　　　　　

　　

「交通」「産業」「交流」の５分野に重点

　　

交 流 センター 内 に、
「店 舗」開 設

　　　　　　　

÷

　　　

． 「

　　

・全日本食品㈱と連携し、豊富な品揃え

　　

・拠点を活かし、地域自主組織が運営

　　

輸送（配達も実施）

１ｖ

　

戦略の具体化（２）－地域コミュニティ

．Ｌ事例３」若者を雇用するコミュニ丁ィ
＜高知県土佐町

　

石原地区 「いしはらの里」＞

．石原地区（旧小学校区）＝４集落で構成
・２０１２年７月に「集落活動センターいしはらの
里」を開設

無 器量滋養談鷺宮轍羅露出資『ｒに－－碕ゞ－－“
て合同会社を設立

　　　　　　　　　　　

轡戸幅
・２０１３年１１月より、ＧＳ敷地内に野菜・総菜等

　　　　

－

の小売店を開設
・合同会社では、大阪府からの移住者など、若

　

ｒ

　

、 遁

　

．
者２名を新たに雇用



Ｖ

　

戦 略 の 具 体 化（２）－地域コミュニティ

　

Ｌ

　　　

」「居酒屋」を作ったコミュニ丁ィ■ 事例４

＜高知県津野町貝ノ川床鍋地区「森の巣箱」＞
・廃校舎を改修し、２００３年４月に、コンビニ・居

酒屋に加え、宿泊施設や浴場、ホール等の

　　　 　 　　　　　　
　機能を備えた「森の巣箱」が誕生

　　　　　　　　 　集落住民を雇用
ーコンビニ等の売上は減少傾向にあるも、宿泊
事業は好調で高い収益を維持

ｌｖ

　

戦略の具体化（２）－地域コミュニティ

■ 新しいコミュニ丁イ

　

住民が当事者意識をもって、地域の仲間とと

　

もに手作りで自らの未来を切り開くという積極

　

的な取り組み

　

＝手作り自治区
■その４つの性格

　

①総合性（文字通り「小さな自治」「小さな役場」）

　

②二面性＝自治組織でありながら経済組織の側
面も持つ（共同売店、ガソリン・スタン
ド、居酒屋、特産品開発 …・）

１２



Ｖ

　

戦 略 の 具 体 化（２）－地域コミュニティ

③補完性（集落←＜補完＞→手づくり自治区）
・集落＝「守り」の自治（地域資源保全）

　

新しいコミュニティ＝「攻め」の 自治

　

集落と手作り自治区の併存が課題

　　

（集落・町内会の代替組織ではない）
④革新性
・集落の「１戸１票制」の限界を意識し、「新たな仕

　

組み」の構築を企図

１Ｖ

　

戦 略 の 具 体 化（２）－地域コミュニ丁ィ

■［留意点］発展段階＝長いプロセス
（広島県安芸高田市旧高宮町川根地域振興会からモデル化）

図

　

川根振興協議会の展開過程（概念図）

国口回

暮

　

ら

　

し

（高齢者の）

　

安心

楽しさ

安全

，９３年ひとり暮らしの集い開始

　　　　　　　　　　

安心

３年給食サ」ピス開始

　　　　　　　　　　　

１３



；Ｖ

　

戦 略 の 具 体 化（２）－地域コミュニティ

■当事者の意識
「できることから、身の丈にあった活動を絶え間な
く：Ｔソヱソとやっていく。その中からできたこと、始
めたことへの愛着、誇り、生きがいが少しずつ生
まれてくる。私たちの活動はそれを繰り返してき
たにすぎません」。（川根振興協議会・辻駒健二
会長）

※段階的発展（無理をしないコミュニ丁ィづくり）

雪ｗ

　

おわりに

■都市住民と共有できる農山村の新しい役割
（全国町村会提言「都市・農村共生社会の創造」２０１４年より）

①新たなライフスタイル、ビジネスモデルの提案の場
②少子化に抗する砦
③再生可能エネルギーの蓄積

国内戦略地域（国際的戦略物資である食料、

　

水、エネルギー、Ｃ０２吸収源の供給地）

④災害時のバックアップ

１ 農山村イノベーションにより「都市．農村共生社会」の構築へ １

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１４
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おわりに

■昨年・２０１４年は？

　

→東京オリンピック、５０年

　

→「過疎」（造語）誕生、約５０周年

　

その５０年後に「地方創生」が始まる

「いままでの５０年、
これからの５０年」

区ヨ

１＜参考＞「増田レポート」の論点

■「増田レポート」

　

＝増田寛也氏が主導する一連の論文・報告
①『中央公論』１３年１２月号論文（１１月１０日発行）

　

（増田十人口減少問題研究会）
②日本創成会議・人口減少問題分科会

　

（２０１４年５月８日）

③『中央公論』１４年６月号論文（５月１０日発行）

　

（増田十創成会議・人口減少問題検討分科会）
＜参考＞経済財政諮問会議・選択する未来委員会

　

（５月１３日、増田氏は委員）→「骨太２０１４」（６月２４日）

※半年間で－研究会から政府機関の政策提言へ

１５



，＜参考＞「増田レポート」の論点

■「増田レポート」（創成会議）とその主張

　

①著しい少子化

　

→ストップ少子化戦略

　

②東京一極集中の持続による自治体消滅の

　　

可能性

　

→地方元気戦略
■その位置づけ

　

・①②の領域設定は「担当大臣」もいる従来課題

　

・「戦略」は派手なものではない（各省庁も参加）

　

②の「消滅」推計に注目が集中

　　

→「不 連 続 な 事 態」が 強 調（後の制度リセント論」へ）

　　　

（例） 「過疎」という言葉が報道から後退

　　　

農山村は「過疎」段階ではなく「消滅」段階？

１＜参考＞「増田レポ．ト」の論点

■その地方への影響
・地方紙において大きく報道

表「

　

地方紙における日本惣ｉ成会議レポートの報道（東北）

河〕群網羅

　

２記事（１面、３面）

東奥日報

　

２記事目面、２面）

岩手日報

　

２記事（「面、２面）

２面、２５面）

注；１）東北地方の代表的な地方紙より作成．見出しは当該地域１」コ特徴的なもののみ表示した．

　

２）全０１４年５月９日〔記者会見の翌日）の記事を封袋とした．

・地方議会

　

６月議会前の発表→議会質問多発→さらなる話題に

１６



１＜参考＞「増田レポート」の論点

■諸反応＝最近の政策提言では類のない大きな反響
①「市町村消滅」は必然と捉える

　

「将来消滅するものならば、撤退するべきでは」

　

コ「農村たたみ論」（「農村不要論」からさらに踏み込み）

②「市町村消滅」に諦観して捉える

　

「どうせ消滅するなら、もう諦める」（地元の声）

　

「あきらめ論」
③「市町村消滅」を好機と捉える

　

従来制度・政策の急進的見直し

　

つ「制度リセット論」 （「人口減少社会」は一部で

　

は「魔法の杖」に－早速動き出した地方制度改革）

１＜参考＞「増田レポート」の論点

■農村の現状

　

「市町村消滅」が言われることにより、乱暴な
「農村たたみ論」が強力に立ち上がり、他方では
「あきらめ論」が農村の一部で生じている。そして、
それに乗ずるように猿滑な「制度リセット論」が紛
れ込むという３者が入り乱れた状況＝混乱

必要な検討（ロヘ）

　

１）その引き金となる「増田レポート」の「消滅」

　　

推計の検討

　

２）「農村たたみ論」の政策論的検討

１７



，＜参考＞「増田レポート」の論点

■推計をめぐる論点
①女性の「半減以上」でなぜ消滅か？

　

・必要な＜「消滅」の定義＞と＜その時期＞

　

・それがなければ、「このままでは日本の人口

　　

は将来ゼロになり、日本は消滅する」という

　　

議論と同類

②小規模町村（１万人以下）でなぜ消滅か？

　

・「消滅可能性」と「消滅する」の差は？

　　

（平成の市町村合併時も「人口１万未満」）

　

・人口復元のためには小規模性にメリット

　　

（例）Ａ村の場合＝２０－３９歳女性

　

９９人→ｌｏ人（８９．９％減）

１＜参考＞「増田レポート」の論点

■推計をめぐる論点（つづき）

　

③「田園回帰」の過小評価では？

　　

・推計の基準年は２０１０年

　　

→２０１１年・大震災以降顕在化する動きを反映していない

　

・特に小規模自治体では小さな変化が大きな傾向の変動に

■「農村たたみ」政策の論点
○ 主 張 ＝「日本においても、欧州のようにコンパクトシティを

　　　　　

実現して、農村集落の撤退を始めるべきだ」

○論点

　

①コンパクトシティ論の「誤用」

　

②居住地域範囲を「財政の関数化」

　

③田園回帰の等閑視

１８
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ニ
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ニ

ニ・
」ニ
ーニ・
二
二
二
ニ
ニ
ニ
ニ
リ
：
ニ
ニ農

協
改
革
は

地
域
づ
く
り
の
発
想
で

明治大学農学部教授 小 田切 徳 美さん

地方倉寡ギ農協救軍③

　　

し コノＬニテラ，こそ：三男′

昨
年
、
危
機
感
を
あ
お
る
だ
け
の
「
地
方
消
滅
論
」
が
話
題
と
な
り
、

そ
の
内
容
に
、
こ
れ
ま
で
農
山
村
で
の
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た

多
く
の
関
係
者
が
憤
慨
し
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。

そ
の
一
人
、
地
域
づ
く
り
研
究
で
著
名
な
明
治
大
学
の

小
田
切
徳
美
教
授
に
、
地
方
創
生
の
政
策
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
い
ま
、
こ
れ
か
ら
の
農
山
村
再
生
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

農
協
改
革
と
の
関
連
も
含
め
て
聞
い
た
。

福
地
大
亮
（
家
の
光
写
真
部
）
＝
写
真

　　　　

　

　　
　　　　　　　

　

い
わ
ゆ
る
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
推
計
の
方

法
も
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
結
論
も
乱
暴
で
が

さ
つ
な
レ
ポ
ー
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
わ
た
し
が
も
っ
と
も
危
倶
す
る
の
は
、
△７

回
、
市
町
村
名
を
特
定
し
て
、
消
滅
ま
た
は
消

滅
可
能
性
が
あ
る
と
名
指
し
さ
れ
た
地
方
自

治
体
の
住
民
や
職
員
た
ち
へ
の
心
理
的
な
影

響
で
す
。
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
自
治
体
で
す
ら
、
「
消
滅
」
と
い
う
言

葉
に
動
揺
が
広
が
り
、
「
ど
う
せ
消
滅
す
る
ん

だ
か
ら
諦
め
よ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
が
支
配
し

て
い
ま
す
。

　

増
田
レ
ポ
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
せ
っ
か
く
積

み
上
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
や
取
り
組
み
を
切
り
崩
す
だ
け
で
な
く
、

努
力
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
も

の
だ
と
、
強
い
憤
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
誇
り
の
空
洞
化
」
を
生
ま
な
い
た
め
に

農
山
村
集
落
の
過
疎
は
、
い
く
つ
か
の
空

洞
化
を
経
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
人

口
が
流
出
す
る
「
人
の
空
洞
化
」
が
起
こ
り
、
耕

作
放
棄
な
ど
に
よ
る
「
土
地
の
空
洞
化
」
が
始

ま
り
、
最
後
は
、
行
事
な
ど
集
落
機
能
そ
の
も

の
が
維
持
で
き
な
く
な
る
「
む
ら
の
空
洞
化
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
と
お
し
て
、
こ

の
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
し
か
た
が
な
い
と

い
う
話
防
り
の
空
洞
化
」
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
空
洞
化
が
現
在
、
段
階
的
に
押
し

“
－

　
　

　　
」ｒ　

　　　
（
）



寄
せ
て
い
る
状
況
で
、
集
落
の
脆
弱
化
が
進

ん
で
い
る
の
は
事
実
で
す
。

　

し
か
し
、
集
落
と
い
う
存
在
は
か
な
り
強
靭

な
側
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
子
ど
も
が

都
会
に
出
て
い
っ
て
も
、
残
っ
た
住
民
同
士
が

助
け
合
い
、
次
の
世
代
に
な
ん
と
か
農
地
や
文

化
を
維
持
、
継
承
し
て
い
こ
う
と
す
る
知
恵
と

力
を
潜
在
的
に
持
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
集
落
は
何
百
年
と
続
い
て
き
た
の

だ
し
、
限
界
集
落
と
言
わ
れ
て
も
、
数
字
ほ
ど

は
「
空
洞
化
」
を
感
じ
さ
せ
な
い
暮
ら
し
が
維

持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
集
落
の
「
守
り
」

の
力
の
お
か
げ
で
す
。
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
ど
っ

こ
い
生
き
て
い
る
。
こ
れ
が
農
山
村
集
落
の

現
状
で
す
。

　

一
方
で、
現
在
の
集
落
は
な
に
か
き
っ
か
け

が
あ
れ
ば
、
ガ
タ
ガ
タ
と
崩
壊
し
て
し
ま
う
危

険
性
も
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
水

害
や
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
、
あ
る
い
は
政

策
の
急
激
な
変
更
な
ど
が
引
き
金
と
な
り
ま
す
。

外
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
な
ん

と
か
ふ
ん
ば
っ
て
き
た
住
民
の
間
に
諦
め
の
気

持
ち
が
広
が
り
、
一
気
に
崩
壊
へ
と
向
か
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
ま
さ
に
、
地
方
消
滅
論
も
外

的
イ
ン
パ
ク
ト
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
集

落
の
対
策
は
、
集
落
の
持
つ
強
さ
を
認
識
し
つ

つ
も
、
そ
れ
が
い
っ
変
化
す
る
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
警
戒
心
を
も
っ
て
、
速
や
か
に
対
策
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
事
者
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
つ

で
は
、
こ
う
し
た
集
落
の
対
策
、
地
域
づ
く

り
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
か
。
か
つ
て
地
域
活

性
化
と
い
え
ば
、
リ
ゾ
ー
ト
観
光
開
発
型
が

中
心
で
し
た
が
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
と
と
も
に

方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
時
間
は

か
か
る
が
、
自
ら
が
住
む
集
落
の
日
常
に
光
を

当
て
て
、
集
落
の
価
値
や
資
源
を
再
発
見
し
、

住
民
が
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
。

登
場
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
を
ベ
ー

ス
に
し
た
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
「
主
役
づ
く
り
」

「
物
差
し
づ
く
り
」
「
お
金
と
そ
の
循
環
づ
く
り
」

と
い
う
三
つ
の
柱
で
、
鳥
取
県
智
頭
町
を
は

じ
め
、
地
域
の
実
践
の
な
か
で
体
系
化
さ
れ
、

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
主
役
づ
く
り
と
は
、
国
や
県
、
市
町
村

な
ど
の
行
政
が
な
に
か
し
て
く
れ
る
、
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
が
そ
こ
で
が
ん
ば
る
ん
だ
と
い

う
当
事
者
意
識
を
住
民
が
持
つ
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
自
分
た

ち
の
地
域
の
魅
力
と
は
な
に
か
、
足
元
か
ら
見

つ
め
な
お
し
、
宝
物
を
発
見
す
る
。
そ
う
し
た

価
値
観
を
持
つ
こ
と
が
物
差
し
づ
く
り
。

　

さ
ら
に
は
、
だ
れ
か
一
人
が
立
ち
上
が
っ
て

も
、
地
域
は
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
を
支

え
る
舞
台
が
必
要
で
す
。
そ
の
舞
台
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
。
従
来
型
の
集
落
の
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
つ
く
っ
て
い
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。・
た
と
え

ば
、
小
学
校
単
位
で
有
志
の
グ
ル
ー
プ
や
組

織
を
立
ち
上
げ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
次
に
必
要
に
な
る
の
は
シ
ナ
リ
オ
。
地

域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
持
続
化
す
る
た
め

に
必
要
な
シ
ナ
リ
オ
と
考
え
た
場
合
に
、
持
続

条
件
は
な
ん
と
い
っ
て
も
お
金
が
地
域
の
中

で
回
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
稼
い
で
循

環
す
る
た
め
の
支
援
の
仕
組
み
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
で
地
域
の
価

値
が
高
ま
り
、
住
民
が
誇
り
を
強
め
て
い
く
。

こ
れ
が
地
域
づ
く
り
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

補
助
金
か
ら
補
助
人
へ

　

で
は
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
、
政
策

的
な
支
援
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
発
想
と

し
て
、
二
つ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
「
補
助
金
」
か
ら
「
交
付
金
」
へ
、
も

う
一
つ
は
「
補
助
金
」
か
ら
「
補
助
人
」
へ
の
転

換
で
す
。
補
助
金
か
ら
交
付
金
へ
は
、
い
わ
ゆ

る
縦
割
り
で
制
約
の
多
い
単
年
度
型
の
補
助

金
で
は
な
く
、
地
域
に
ほ
ん
と
う
に
必
要
な
も

の
に
お
金
が
届
く
よ
う
な
、
一
括
交
付
金
の

よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

３９Ｇｏ。Ｄ国ＡＲＴＨ ａｐｒｉ′２０７５

行
政
が
な
に
か
し
て
く
れ
る
、
で
は
な
く

自
分
た
ち
が
そ
こ
で
が
ん
ば
る
ん
だ
と
い
う

当
事
者
意
識
を
住
民
が
持
つ
こ
と
で
す
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地
域
の
人
材
不
足
も
問
題
で
す
。
必
要
な

人
材
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
一
つ
は
専
門
的

な
人
材
。
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

情
報
を
提
供
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
型
の
外
部

人
材
で
す
。
基
本
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
自
ら

の
必
要
性
に
応
じ
て
立
ち
上
が
っ
て
、
身
の
丈

に
応
じ
て
、
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
地
域
が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に

お
金
を
稼
ぐ
と
な
る
と
、
専
門
的
な
知
識
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
外
部
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
存
在
は
重
要
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
寄
り
添
い
型
と
も
い
え
る
も

の
。
－
一
〇
〇
九
年
か
ら
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
集
落
支
援
員
の
取
り
組
み
が
そ
の
代
表
で

す
。
と
く
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
国
が
費

用
を
出
し
て
、
都
市
に
住
む
若
者
た
ち
が
三
年

間
、
地
方
に
生
活
し
、
住
民
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
、

地
域
が
抱
え
る
悩
み
の
解
決
策
を
共
に
考
え

行
動
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
こ
う
い
う
都
会
の

若
者
が
、
地
域
の
問
題
を
住
民
と
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
考
え
る
、
い
わ
ば
寄
り
添
う
こ
と
で
、
地

域
の
元
気
の
基
盤
を
つ
く
る
取
り
組
み
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、
昨
年
一
二
月
末

で
約
一
五
○
○
人
、
そ
の
四
割
が
女
性
で
す
。

そ
う
い
う
都
会
の
若
者
た
ち
が
全
国
一
七
〇
〇

あ
る
市
町
村
の
過
疎
地
域
の
な
か
で
活
躍
し

て
い
る
現
実
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

問
題
は
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
側
の
態
勢
。

と
り
わ
け
、
自
治
体
が
意
外
に
受
け
入
れ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
と
か
く

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
は
、
首
長
が
選

挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
い
て
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
進
め
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

ど
の
よ
う
に
人
材
を
活
用
す
る
の
か
現
場
に

ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
。
一
部
に
は
、
協
力
隊
員
の

相
談
機
能
も
な
く
、
部
署
を
た
ら
い
回
し
に
さ

れ
て
い
た
り
す
る
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。
自
治

体
の
職
員
研
修
や
、
首
長
が
き
ち
ん
と
最
終

的
な
責
任
を
持
つ
仕
組
み
が
必
要
。
自
治
体

地
方
創
生
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
一

　

二
月

に
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
格
調
高
い
内
容
で
、

評
価
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、

「
東
京
一
極
集
中
に
歯
止
め
を
か
け
る
」
「
若

者
が
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
」
「
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
を
伸
ば

す
よ
う
な
地
域
単
位
で
の
取
り
組
み
を
生
か

す
」。
こ
の
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
三
点

を
明
確
に
言
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

問
題
は
総
合
戦
略
の
ほ
う
で
す
。
ビ
ジ
ョ

ン
で
「
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
を
伸
ば
す

よ
う
な
地
域
単
位
で
の
取
り
組
み
を
生
か
す
」

と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
政
府
が
手
取
り
足
取

り
指
示
を
す
る
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

政
府
が
言
う
こ
と
を
地
方
自
治
体
が
粛
粛
と

仮
想
敵
を
つ
く
る
手
法
に
注
意

農
協
改
革
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
根
っ
こ

は
道
州
制
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

も
同
じ
な
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
ま
す
。
あ

た
か
も
敵
を
つ
く
り
出
し
て
、
敵
憎
し
と
い
う

力
で
改
革
を
進
め
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
政
治

手
法
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
道
州
制
の
議
論
は
小
規
模
市

や
っ
て
い
れ
ば
よ
い
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
山
村
へ
の
移
住
者
を
増
や
す
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。
地
方

自
治
体
が
住
民
視
点
に
立
つ
こ
と
で
、
ど
う
い

う
人
の
受
け
入
れ
が
必
要
な
の
か
。
地
方
自
治

体
で
み
ず
か
ら
戦
略
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
彼
ら
が
主
体
的
に
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
施
策
す
る
に
は
、
現
場
の
市

町
村
職
員
の
増
員
も
必
要
で
し
ょ
う
。
あ
る

い
は
、
交
付
金
は
国
が
最
終
的
に
審
査
す
る
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
が
使
い
や
す
い
地

方
交
付
税
が
増
え
る
よ
う
な
仕
組
み
も
検
討

す
べ
き
で
す
。

地
方
創
生
の
主
役
は
地
方
だ
と
い
う
姿
勢

に
立
っ
た
と
き
に
、
わ
た
し
は
国
が
行
う
の
は

ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
ま
で
で
、
具
体
的
な
方
策
の

総
合
戦
略
は
必
要
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
つ
く
る
と
す
れ
ば
、
全
国
の
都
道
府
県
と

市
町
村
の
計
画
を
積
み
上
げ
て
、
そ
れ
が
総

合
戦
略
に
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

農
山
村
へ
の
移
住
者
を
増
や
す
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
地
方
自
治
体
が

住
民
視
点
に
立
ち
、
み
ず
か
ら
戦
略
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す

の
部
署
の
縦
割
り
を
廃
し
、
協
力
隊
員
が
動

き
や
す
い
態
勢
に
す
る
こ
と
も
だ
い
じ
で
す
。

地
方
が
主
役
の
戦
略
を

卿



町
村
が
道
州
制
に
反
対
す
る
か
ら
道
州
制
が

進
ま
な
い
ん
だ
と
い
う
、
小
規
模
市
町
村
を

悪
者
に
仕
立
て
る
議
論
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ま

さ
に
農
協
が
反
対
し
て
い
る
か
ら
、
経
済
の
国

際
化
に
必
要
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
実
現
し
な
い
と
い

う
論
理
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
農
協
改

革
は
農
業
が
だ
め
な
の
は
農
協
の
せ
い
だ
と

い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
構
図
の

中
に
農
協
改
革
と
い
う
も
の
が
す
っ
ぽ
り
と

入
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
明
ら
か
に
、
政
府
は

意
図
的
に
論
点
の
す
り
替
え
を
し
て
い
る
わ

け
で
、
そ
こ
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
農
協
に
も
改
革
は
必
要
で
す
。
そ

こ
で
た
い
せ
つ
な
の
は
地
域
づ
く
り
の
発
想
だ

と
思
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
、
集
落
を
中
心
と
し
て
、
住
民
が
協

力
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
理
想
と
す
る
地
域
社
会

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。
言
っ

て
み
れ
ば
「
小
さ
な
農
協
づ
く
り
」
で
す
。
地
域

づ
く
り
を
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
化
し
た
り
、
株
式
会
社
化
し
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
従
来
の
農
協
が

や
っ
て
き
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
農
協
が
た
ん
な
る
職
能

組
合
で
は
な
く
、
地
域
組
合
の
性
格
を
併
せ

も
つ
地
域
協
同
組
合
で
あ
る
こ
と
は
、
確
実

に
必
要
で
す
。
も
っ
と
い
え
ば
、
農
林
水
産
省

も
含
め
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
か
つ
て
は
期
待

し
て
推
し
進
め
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
今

の
段
階
で
た
ん
な
る
職
能
組
合
だ
、
専
門
的

な
組
合
だ
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や

農
村
の
実
態
を
無
視
し
た
も
の
で
す
。
地
域

位
置
付
け
を
も
っ
て
、
住
民
の
活
動
の
な
か
に

関
わ
り
を
持
っ
て
い
か
な
い
と
、
「
農
協
は
な
に

を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
声
が
組
合
員
や

住
民
の
レ
ベ
ル
か
ら
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

地
域
の
農
協
に
期
待
し
た
い
こ
と
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
お
金
を
稼
ぐ
と
き
に
、
な
ん

ら
か
の
か
た
ち
で
関
わ
り
を
持
ち
、
役
割
を
果

た
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
農
協
が
生
産
物
を

直
売
所
で
売
っ
た
り
、
流
通
や
加
工
の
面
で

お
世
話
を
し
た
り
と
い
っ
た
連
携
を
す
る
こ

と
は
得
意
分
野
の
は
ず
。
そ
う
い
う
関
わ
り

方
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
け
ば
、
政
府
か
ら
農

協
攻
撃
を
さ
れ
て
も
、
「
地
元
に
農
協
は
必
要

だ
よ
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
臨

づ
く
り
と
農
協
の
活
性
化
と
い
う
の
は
、
同
じ

方
向
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
問
題
は
こ
う
し
た
地
域
づ
く
り
の
動

き
に
た
い
し
て
、
農
協
が
こ
れ
ま
で
ど
こ
ま
で

貢
献
で
き
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
。
も
ち
ろ

ん
、
地
域
づ
く
り
に
全
面
的
に
関
わ
っ
て
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
入
り
こ
ん
で
、
よ

い
仕
事
を
し
て
い
る
農
協
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
Ａ
コ
ー
プ
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
（
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
）
の
撤
退
が
、
新
し
い
地
域
づ
く

り
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
農
協
が
地
域
づ
く
り
の

動
き
に
た
い
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
関
わ
り
を

持
て
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

人
も
金
も
厳
し
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
農
協
と
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
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地
域
の
農
協
に
期
待
し
た
い
の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
お
金
を
稼
ぐ
と
き
に
、

な
峻
か
の
か
た
ち
清
わ
り
を
持
ち、
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役
割
を
果
た
す
こ
と
で
す
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